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各 位 

会 社 名 株 式 会 社 Ａ Ｃ Ｃ Ｅ Ｓ Ｓ 
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( コ ー ド 番 号  4 8 1 3   東 証 マ ザ ー ズ ) 

問合せ先 社長室長兼管理グループ長 阿草 明子 

(ＴＥＬ． 0 4 3 - 2 1 2 - 2 2 3 2 ) 

 

平成 27 年１月期 通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

平成 26年３月 13日に公表しました平成 27年１月期（平成 26年２月１日～平成 27年１月 31日）通

期連結業績予想を修正することとしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．業績予想の修正について 

 

平成 27年 1月期通期連結業績予想数値の修正 （平成 26年２月１日～平成 27年１月 31日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
当期 

純利益 

１株当たり 

当期純利益（円） 

前回発表予想 （Ａ） 10,000 300 300 200 5.19 

今回発表予想 （Ｂ） 7,500 △900 △850 △1,000 △25.96 

増 減 額 （Ｂ－Ａ） △2,500 △1,200 △1,150 △1,200 ― 

増 減 率 （％） △25.0% ― ― ― ― 

（ご参考） 

前期実績（平成 26年１月期） 
10,922 802 932 193 5.03 

 

 

２．修正の理由 

当社の既存事業であるソフトウェアの受託・ライセンスモデルを主とする事業の縮小が当初の想

定以上に急であったことに加え、新規事業に位置付けておりますストック型ビジネスの製品・サー

ビスの開発及び市場投入に遅れが生じたことにより、同分野での売上高も当初想定を下回る見通し

であります。また、当社の注力事業であります次世代マーケティングソリューション「ACCESS™ 

Beacon Framework」は市場からの多くの反響を得ているものの、売上減少を補うには至りませんで

した。これらの結果として、通期連結売上高は前回発表予想と比べ25.0%減少し7,500百万円となり、 

各段階利益も前回発表予想と比べ大幅に減少する見込みであります。 

 

（注）上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づくものであり、今後様々な要

因によって実際の業績は予想数値と異なる場合があります。 

 

以 上 


